
基本的生活習慣の指導について、一つの試み。

生徒指導部米谷数子
（はじめに）

高校生としての基本的生活習慣の－歩として，「挨拶を交わすことができること」をとりあ

げてみた。「おはようございます」「さようなら」などの日常生活に不可欠の挨拶は，およそ，

人が言葉を話しはじめの幼児の段階で家族から教えられ，幼椎園，小学校とそれは受けつがれ

すっかり身についている筈なのに，高校生になって，余りに多くの事を学習しなければならぽ

い為でしょうか，この簡単な言葉をすっかり忘れてしまうらしい生徒が－部にあるのです。

実際，この言葉は，或る高校生たちから無視され，不思議にも滅多に使われないという事態

が起っているのです。なかには，気軽にこれらの挨拶をロに出したいと思いながら，ためらっ

てしまう生徒もいるようです。しかし問題なのは，そんな形式的な挨拶など不用，若者には旧

い礼儀は邪魔で，自由な表現法で気楽にやればよい，意志は充分に通じるのだから，とする風

潮があることです。高校生ともなれば各個人は独立した人格が形成されつつある時期でもあり，

親も教師も，教科の学習に主眼点をおき，こうした日常生活の習慣には，ロを出さなくなって

来ているのが実状ではなかろうか。しかし自分自身，朝，生徒たちから元気な声で「おはよう

ございます」と声を掛けられると，胸がはずんで，明るい気持で，授業ができ，能率も上るよ

うに思うのに，無反応な場合は沈んだ気分になることを思うと，理屈ぬきで，矢張りお互いに

生活を明るく楽しくするためにも気軽に挨拶できる習慣はつけて行きたいものと思うのです。

ところが，余りに周知の事がらを今更，どのように指導したらよいものか。誇り高い高校生た

ちなるが故の指導の難かしさを思い，以下の調査を通じてその指導の糸口をまさぐろうとする

ものです。

（調査のねらい）

朝，はじめて顔を合わせた人同志は「おはようございます」，帰宅時には「さようなら」な

ど，日本語を話すことのできる人なら誰もが口にする習慣のこの挨拶が，本校では時折，交わ

されなくなっﾌﾟこり省略されたりする場面に遭遇して，はっとすることが，あるのは自分だけで

しょうか。教師の方から砧はよう」と声を掛けても，聞こえない風で，或は本当に聞こえな

いのか，知らん顔をして素通りする生徒が時折いろ。それは，例えば授業に出ていない学級の

新入生の中などに特に多い。また，よく知っている筈の三年生の中にも，空虚な顔をして淡々

と素通りして行くのもたまには居る。見れども見えず，聞こえても聞かず，何かで頭が一杯に

なっている感じの生徒たちには無礼の感覚もなく，まして悪意など．更々ないのである。彼等

の頭の中には解けない数学の問題の数式が踊ってい７こり，忘れかけた英単語の綴りを並べかえ

ていたい時には世界史の記憶しなければならない年代を呪文のように咳いていたりして，目

の前の教師が，友人がしている挨拶に気付かぬまでのことである。或は，挨拶した方がよいこ

とはよく承知しているが，ふと面倒になり，そ知らぬ風をよそおっている生徒もあるようであ

る。概して内向的な生徒に多い。また，形式的な挨拶など，はじめから問題にしていない生徒，

真正面から相手を正視しながら，平気な顔で胸を張って通り過ぎるのが一部に居る。傲慢その

ものがまかり通るという感じであるが，本人は悪ぴれ允風でもない。一向に無頓着である。こ

れらの生徒のうち，特に最後にあげた型の生徒ﾅこらを見ていると，これは，もしかしたら，－
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度も，そのような日本人の挨拶の慣習を教えられることのない環境に生育したのではなかろう

か，という疑問さえ湧いてくることがある。これは，機会を見て指導しなければならないので

はなかろうか。しかし大部分の生徒は既に周知でもあり実行していることなので全体の前で注

意するのは，余計なことのようでもあり，また，そのような生徒に個人的に－対一で注意をそ

の都度しﾌﾟことしたら，注意された生徒は素直に受け入れるであろうか。幼稚園の生徒にするよ

うな注意を受けたことで，ひどく自尊心を傷つけられ，かえって反抗的になりかねない要素が

あるように思う。そこで，円滑に受け入れられそうな効果的な方法はと思案したとき，アンケ

ート形式の調査をし，その質問に答えるなかでどうしたらよいかを自分から考えさせる機会の

一つにした方がよいと気付いた。すなわら．調査することによって，生徒の実態を把握するこ

とは勿論であるが，加えて，この調査を通して．生徒自らが気付いて反省してくれることを期

待したものである。

（調査方法）

以下のアンケートを，ホーム・ルームの時間の一部（約２０分）を割いて各学級毎にこれを

実施した。調査実施年月日昭和５３年７月１１日

調査対象全校生徒（定員４１１男２９７女１１４）

アンケート回収４０６（９９％）

生活指導部調査

以下の調査項目の（）内に適当な数を記入し，また（）内に記入されている語句から該

当するものの記号に○印をつけなさい。

（）学年（）組（ア．男イ．女）

あなたの学校生活の中で以下の事がらについて，どのように考えたり実行して居られるか，

正直に答えてください。

（１）登校・下校の途中，或は校門附近で本校の先生や職員の方に出逢った時，「おはようご

ざいます」または，「さようなら」と挨拶しますか。

ア.大ていはします。イ．直接に関係のぱい教職員の方にしません。ウ.殆んどしません。

（２）(1)と同様な場合で，先輩や，友人或は後輩に対して「おはようございます」，「おはよ

う」，「さようなら」などの挨拶をしますか。

ア。大ていします。イ。ごく親しい友人にしかしない。ウ．殆んどしない。

（３）校舎内・廊下などで先生や学校訪問の来客に逢ったとき，会釈，或は黙礼をしますか。

ス致しますｂイ.先生にはしますが知らない方にはしません。ウ.殆んどしません。

（４）授業のはじめに，一斉に起立して先生と生徒との挨拶の礼を交わす習慣について毎日の

一時限のはじめなどは，声を揃えて「おはようございます」と挨拶し，その他の時限でも

「おねがいします」などの挨拶を交わすことについて，どう思いますか。

ア．どの時間にも各学級毎に申し合わせた言葉で，明るく挨拶した万がよい。

イ．一時限目のはじめだけは「おはようございます」は言うようにしたい。

ウ．言葉は必要ない。無言の礼でよい。

エ．（その他の御意見）

お答え戴いて有難うございました。いずれホーム・ルームの時間に，この調査の結果を報告

し，より明るい高校生活を送るために，どのようにしたら望ましいか。学級毎にお考えいただ

きたいと思って居ります。 （生徒指導部係）
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